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ラジカル含有ナノ粒子 (Radical-containingnanoparticle :以下 RNPと略する)は、内部にニトロキシルラ





[実験 1J ラット一過性脳虚血モデルに RNPを静脈内投与して、経時的に採取した血液と虚血脳組織内に



























による低 pH 環境下において粒子の崩壊が起こり、露出された TEMPO ラジカルが虚血組織~Jで、特に細胞
膜における脂質化酸化や蛋自酸化を抑制することによって脳保護効果を示すものと考えられた。
(結論)
RNPはニトロキシルラジカルのミセル化により血中滞留性を高めて副作用を軽減させ、 pH応答性により
標的組織において薬剤の効果を発揮させた新たなフリーラジカル消去剤であり、虚血性脳卒中に対する効果
に加えて、今後、虚血性心疾患や全身の動脈問塞性疾患に対する応用についてもさらなる研究の蓄積が期待
される薬剤であると考えられた。
審査の結果の要旨
本研究により、ラジカル含有ナノ粒子がフリーラジカル消去作用により脳梗塞体積、神経症状の悪化、酸
化損傷生成物の産生を抑制し、ラジカルの有する副作用や毒性を軽減することが明らかにされた。従って、
本研究は、虚血性脳卒中や虚血性心疾患など全身の動脈問塞性疾患に対する応用が期待出来る新たなフリー
ラジカル消去斉IJに関して、意義ある知見を示したものと考えられた。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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